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はじめに 
 
 本書は 2023 年 7 ⽉ 23 ⽇⼟曜⽇に開催された講演会「諏訪の市⺠科学と天⽂」と 2024 年
1 ⽉ 20 ⽇⼟曜⽇に開催されたシンポジウム「諏訪の地理、信州の地理と市⺠科学」の発表
集録です。いずれもオンライン会議システムの ZOOM と実際に会場で顔を合わせる対⾯形
式との併⽤で開催しました。対⾯形式の会合は、JR 東⽇本の上諏訪駅に国道 20 号線を間に
直結したアーク諏訪の 3 階にある諏訪市駅前交流テラスすわっチャオで実施しました。 

7 ⽉の講演会は、午前 11 時から午後 1 時までの開催で、会場には約 40 名、オンラインは
24 名の⽅が参加されました。 

1 ⽉のシンポジウムは、午後 1 時から 5 時半までの⻑丁場になりましたが、会場には約
80 名、オンラインは 100 名以上の⽅が登録され、フロアやオンライン参加者、登壇者どう
しで、活発な議論が交わされました。 
 講演は、⼈間⽂化研究機構広領域連携型基幹研究プロジェクト「横断的・融合的地域⽂化
研究の領域展開：新たな社会の創発を⽬指して」国⽴国語研究所ユニット「地域における市
⺠科学⽂化の再発⾒と現在」（通称「市⺠科学プロジェクト」）の主催で、「⻑野県は宇宙県」
連絡協議会、⻑野県天⽂愛好者連絡会、⽇本天⽂教育普及研究会の後援で開催しました。 
 シンポジウムは、⼈間⽂化研究機構広領域連携型基幹研究プロジェクト「横断的・融合的
地域⽂化研究の領域展開：新たな社会の創発を⽬指して」国⽴国語研究所ユニット「地域に
おける市⺠科学⽂化の再発⾒と現在」（通称「市⺠科学プロジェクト」）と⽇本地理学会の共
催で、「⻑野県は宇宙県」連絡協議会の協⼒を得て開催しました。 
 シンポジウムならびに市⺠科学プロジェクトの概要は、本集録収載の「シンポジウムの主
旨説明」に記載していますが、市⺠科学プロジェクトは 2022 年度から 6 年計画で進めるこ
とを予定しており、その 2 年⽬にあたります。 
 市⺠科学は学術の中核を占めるアカデミアを主軸としない⽴場から進められる研究です。
しかし、そのことは学術ではないことを意味するものではありません。アカデミアとの協業
は古くから実施されてきており、学術の⼀⾓を⽀える、また、ときには学術の中で⼀本の柱
を果たすこともあります。さらにはさまざまな制約の多いアカデミアには実現できない研
究実践も⾒られます。 
 市⺠科学プロジェクトは、そのような市⺠科学の顕著な⻑期的事例が⾒られる⻑野県諏
訪地⽅の天⽂⽂化から⼀歩踏みだし、地理・⾔語・⺠俗にステップを進めました。講演とシ
ンポジウムのようすは動画にも記録し、プロジェクトの期間中は web で視聴することが可
能です。本ドキュメントともに今後のプロジェクトの活動のみならず、市⺠科学に関⼼を持
つ多くの⽅に活⽤いただけると幸いです。 
 

2024 年 3 ⽉ 
⼤⻄拓⼀郎 
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2. 市民による長野県天文史料の整理と調査
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1. 概要説明
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2. 日本地理学会より挨拶
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3. 諏訪の地形と文化
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一一一 谷口集落 ね言語を翻日v

ページ ノー ト 閲覧 編集 履歴表示 ツールv
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谷口集落（たにぐちしゅうらく）は、山地から平地
に河川が流れ出る谷口に形成された集落。市場集落
の一形態で、山地と平地の生産物を交易する地方核心
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5. 歴史時代の気候変動解明の鍵を握る580年間の諏訪湖御神渡り資料



80

Climatic Research Unit, UEA(2023)

1961-1990

(1875 - )

2023

+1.0 / 50 

+1.0 / 100

20 20 20

2023 CO2
420 ppm

1958 CO2 315 ppm

Climatic Research Unit, UEA(2023)

1961-1990

(1875 - )

2023

+1.0 / 50 

+1.0 / 100

20 20 20

2023 CO2
420 ppm

1958 CO2 315 ppm

Climatic Research Unit, UEA(2023)

1961-1990

(1875 - )

2023

+1.0 / 50 

+1.0 / 100

20 20 20

2023 CO2
420 ppm

1958 CO2 315 ppm



81

0 +2

50 1971-1995 1996-2020

CO2 4

Wetherald & Manabe (2002) and Manabe et al. (2004)

0 +2

50 1971-1995 1996-2020

CO2 4

Wetherald & Manabe (2002) and Manabe et al. (2004)



82

1864

2008

1864

2008



83

150

1864

1864

2008

2008 2023

2008
2023

21

150

1864

1864

2008

2008 2023

2008
2023

21



84

CO2
(IPCC

19 19

19

(proxy)

CO2
(IPCC

19 19

19

(proxy)



85

: 9
,2008) 15

17

: 1872
1872

19
1

>>>>>>>>> 1700>>>>>1800>>>
800AD
15
17

1820s>>>>>>>1870s

1875>>>>>>>>2024

>>>>>>>>>>>>>1700>>>>>>>>>>>>>>>2024

Calibration
Verification

*
*

: 9
,2008) 15

17

: 1872
1872

19
1

>>>>>>>>> 1700>>>>>1800>>>
800AD
15
17

1820s>>>>>>>1870s

1875>>>>>>>>2024

>>>>>>>>>>>>>1700>>>>>>>>>>>>>>>2024

Calibration
Verification

*
*



86

1200

801-1880(proxy)
1881-2005(obs.)

Aono(2008)

3

Aono(2008)

4 30

4 20

4 10

3 31

1200

801-1880(proxy)
1881-2005(obs.)

Aono(2008)

3

Aono(2008)

4 30

4 20

4 10

3 31



87

Mikami(2023)

(1876-1940)
7

Mikami(2023)

(1876-1940)
7



88

Mikami(2023)

300 7 (1721-2020)

95%

12
2

(1700 – 1868)
300

(1879 -
300

(1659 –

Konnen Zaiki (2003)

Mikami(2023)

300 7 (1721-2020)

95%

12
2

(1700 – 1868)
300

(1879 -
300

(1659 –

Konnen Zaiki (2003)



89

Manley(1953,1974)

300 12 2
1700 - 2021

2006 1 13
1 7

2018 2 10
5 2 1

Manley(1953,1974)

300 12 2
1700 - 2021

2006 1 13
1 7

2018 2 10
5 2 1



90

20 7

1998 1 31 1 25

2001

20 7

1998 1 31 1 25

2001



91

580580



92

2001

(1998)Arakawa(1954)

X 12/1
(Y

1945-1990

2001

(1998)Arakawa(1954)

X 12/1
(Y

1945-1990



93

12/1

(1998)

CO2

600

12/1

(1998)

CO2

600





95

6. 民俗地図で読む正月観の変遷－年取魚に注目して－
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7. 信州の教育者三澤勝衛先生－研究・教育実践から学ぶこと
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